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■ フットサルトレーニング

★初日★ 降雪の天気予報の出る寒い中、屋根つきフットサル施設の豊田フットサルクラ

ブルミナスにてスタートしました。1・2 年生は原田コーチ、３・４年生は大島コーチ、５

年生は永谷コーチ、６年生は杉村コーチが担当し、２面のコートをそれぞれ半分ずつ使っ

て、楽しく上達する合宿スペシャルメニューで練習。６年生には練習内容をレポートする

課題を出しました。それは状況判断が必要な、四角形を意識してバランス保つポジショニ

ングの練習で、レポートは図を使って表現する子、独自の略語を作り出して表現する子など、子供の様々な感じ方、表現方法があり、

それぞれの個性が垣間見られました。 

★二日目★ 二日目はウォーミングアップを兼ねた短めの練習をして、その後の試合は、盛り上がりや奮起をより期待して大会形式と

しました。1～4 年のチーム分けは出身校をバラバラにして開始。空き時間には 5,6 年生の試合を見学してイメージを膨らませてもらう

事にしました。一方、5,6 学年の試合は他校の生徒同士の対決で意地と意地のぶつかり合いが見られ白熱しました。 

それまで話した事のないチームメイトもいたと思いますが、勝利に向かって仲間を意識し始め、ゴールした後には笑顔とともにハイタ

ッチしながら自陣へと駆け戻ったシーンも見受けられました。優勝チームには施設からの協賛でスポーツドリンクが贈呈され、中には

ドリンクを欲しがっていた子に「俺いらないから」って照れ隠しなのか、そっけない素振りであげる姿も見られました。 

 ■ 施設での宿  ★初日★ 午前のトレーニング終了後、バスに乗って宿泊場所の「旭高原自然の家」へ向かいま

した。途中、小雪の舞う中、クネクネと山道を登って少し車酔いしそうになりかけた頃にやっと到

着。さっそく荷物を置いてオリエンテーション。食堂利用についてやベットメイク、お風呂のマナ

ーなど施設の利用説明をＶＴＲで観ました。みんな静かに観ることができ感心。その後、決められ

た班ごとに部屋へ移動し夕食まで自由時間。早速ベットメイクをしたり、オリエンテーションで配

られたアンケートに向かう子も見られました。とある部屋ではカメムシが数匹出現して騒いでいま

したが、これにはコーチもお手上げ。「触らぬ神に崇り無し」です。食事はセルフで配膳します。さ

あ「自分の事は自分でやる」の実践です。全ての人が用意でき着席するまで待ってから「いただき

ます」もそろって行います。自分の盛った分は責任もって食べられたかな？5,6 年生になると並盛

りでは足りませんね。もちろん片付け、容器の分別、台拭きも自分達で行ないます。夜は体育館で

のレクリエーション。まずは自由に卓球やバトミントンなどをし、各自仲間を募って始めました。

ここで仲間の輪に自分から入れない子も見られましたが、この後の高学年・低学年に分けたドッジ

ボールでは勝ちたいと思う純粋な気持ちに突き動かされ、他の子を真似て積極的にボールを投げるようになる姿が見られ、子供の成長

の一瞬を見ることが出来て嬉しくなりました。お風呂の時間には、子供の好奇心は本能なのでしょうか、少々泳いでしまいますね（笑）

脱衣所に忘れ物しないように。とはいっても悪気があって忘れる訳じゃないので手元に戻るよう持ち物に名前を書いておきましょう。

お風呂上がって歯磨きやトイレ、水筒洗いを済ませて就寝準備。布団、毛布は他の利用者も洗濯せず繰り返し使えるように、直接肌が

触れる部分はよごれないようシーツに挟まれるようは形でベットメイクします。学校生活では普段ない特別な時間。騒ぐのはいけませ

んが、暗闇で語り合うと互いの心の距離が近づくような気がします。満天の星空の下なら忘れられないくらい素敵かもしれませんね。 

★二日目★決められた起床時間は６時半なのですが、私も休みの日には早く目が覚めた子供の頃を思い出します。早朝５時半頃には起

きていた子もいました。６時半にぐっすり寝ている子も起こして、ベッドの片付け。シーツは洗濯行きで所定の部屋へまとめて持って

行きます。７時半からの朝食を済ませて、部屋の掃除とベッドの片付けを完成させます。合宿で利用する自然の家は教育施設なので、

前述の通り自分の事は自分でします。特にベッドの片付けは毛布の折り目の向き、裏表の向きなど見本通りに片付けなければならない

難関です。完璧には出来なくても最大限の頑張りとして一通り形に近づくまで任せて、細かい違いは寝具の大きさに対して手の長さが

足りないなど仕方ない部分もあるのでコーチとの協力で完成します。 

ベッドメイクの仕方を勉強 

宿  泊     



かなう 15%

かなうといいな 70%

難しそう 15%

無理 0%

プロ選手 85%

未定 7%

職業 3%

技術向上 3% 

無回答 11%

プロ選手　44％

技術向上　19％

有名になる　12.5％

職業　12.5％

長生き　6％

なし　6％

かなう 25%

かなうといいな 58%

難しそう 11%

無理 6%

 ■ バーベキュー     二日目の午前 9～12時の時間内で片付けまで

完了し、午後からのフットサルの時間を長くすると言う共通の目的を設定し、達成

に向かって食材を用意する人、火をおこす人など役割分担し、グループとして協力

する事をテーマとして子供達に伝えました。部屋割りの班の中で分担し、火起こし

はＵ字のコンクリートの中で炭に火をつけます。初めての子は炭に火がつくまでの

粘りを続ける事が難しかったかな？食材の準備は包丁を使います。危なっかしい手

つきですが怪我することなく野菜刻み無事完了。いよいよ鉄板でＢＢＱ開始。野菜、

お肉、焼きそば、そして締めはハニートースト！おなかいっぱいになって片付け。

それから宿舎へ戻って職員さんたちに退所のお礼をした後、時間通りにバスへと乗

り込み午後のトレーニングへと向かうのでした。 

フットサルを長くやりたいと言う明解な動機から、自ら状況判断してやるべき事を見つけ行動する姿勢はフットボールだけでなく人生

にもつながると考えます 

■ アンケート （夢について）  

全学年に夢を意識するきっかけ作りとなる春合宿の課題プリントを配布しました。今回

の課題のテーマは「夢」。我々バンフＪｒフットサルクラブは合宿をただ楽しく過すだけ

でなく、学校では教えてくれないもの、けれど人生には必要な「学び」を得て欲しい。

そして「夢、目標」は日々を充実させ、達成を目指し計画的になる為の起爆剤になると

考えます。子供に手とり足とりではなく自分で大切なものを得たり、失敗から学ぶ、知

的好奇心を駆り立てる刺激的な「環境」を用意してあげる事が我々大人の使命だと考え

ます。 

アンケートは「夢はかなうと思いますか？」を質問形式で、かなう・かなうといいな・

難しそう・無理から選択し、夢の内容も回答してもらいました。以下グラフ化しました。 

 

★高学年「夢はかなうと思うか？」の回答★          ★高学年「夢の内容はなんですか？」の回答★ 

 

  

 

 

 

 

★低学年「夢はかなうと思うか？」の回答★         ★低学年「夢の内容はなんですか？」の回答★ 

 

 

  

 

 

 

 

■ 編集後記         ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

あっと言う間の２日間でしたが、この体験がみんなの心に思い出として残り、それが宝物のような思い出となってくれたら嬉しいなぁ

と思います。個人的エピソードですが、前回の合宿で仲良くなれた他校の生徒との再会は自分も嬉しく、また合宿行きたいなぁと思い、

まるで心に花がパァっと咲いたような気がします。地元へ戻ってバスを下りた解散の時に、今回で卒業する６年生と言葉を交わしお別

れしました。これで最後かと思うと柄にもなく何だか目が潤みました。いつの間にか親心に変わってしまうものですね。今後は風の便



りを聞いて彼らの頑張る姿を想像したいと思います。 

保護者の皆様には今回に限らず、子供の日々の体験をおうちで会話し、

子供の気持ち、感じ方、考え方にこれからも耳を傾けてあげてくださ

い。アンケートでの「大変だったけど頑張った事はありますか？」で

多かった回答が「ベットメイクと片付け」でした。このように家族か

ら離れ、社会という大きな人間関係から人は学び、成長していくのだ

と思います。合宿には「楽しい」、それだけではない子供の成長を促す

要素がたくさん詰まっています。我々バンフジュニアフットサルスク

ールは人間形成に役立てるスクールとしてスタッフ一同、子供のこれ

からを楽しみに共に成長していこうと思います。 

 

 

文章・編集：大島裕樹（大府校・岩倉校担当コーチ） 


